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最高位戦
日本プロ麻雀協会
第 49期後期プロ試験 論述問題

制限時間 30 分
【注意事項】

・解答用紙に名前を書くこと。

・制限時間は 2問で 30 分とする。

・ルールは最高位戦ルールとする。

・ツモ切りには色がついてある。（1 は手出し1 はツモ切り）

・全体牌図では便宜上、鳴かれた牌は赤枠をつけ捨て牌に残している。

またポンにより飛ばされた巡は捨て牌の欄を空欄としている。

・解答の表記は下記の通りとする。

qwe⇒一二三 fgh⇒④⑤⑥ m,.⇒７８９

1234567⇒東南西北白発中
・解答はなるべく詳細に記すこと。

また解答内容の理由も記すこと。
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問 1

東１局１３巡目、北家の打牌選択の場面である。
・西家が９巡目に立直をかけている
・南家が１３巡目に立直をかけている

北家の視点で何を切るかを答えよ。理由も記載すること。
※聴牌を取る場合には立直判断の有無も明記すること。
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問 2

南４局１４巡目、南家が打牌した場面である。

南家は東家が９巡目に切った.をチーして6 を切っている。

西家の視点からは、南家の狙っている手役として何が想定できるかを述べよ。
また南家が聴牌している場合、どのような待ちが可能性として考えられるかを述べよ。
それぞれ理由も記載すること。


